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会 期 ： 平成 29年 11 月 11日（土）～12日（日） 

      ＊11月 10日（金）サテライト企画を予定 

会 場 ： 岩手県立大学（岩手県滝沢市） 

            ＊11月 10日（金）―盛岡市アイーナ 

 

 

 

 

 

SST 普及協会 第 22回学術集会 in 希望郷いわて 

大会長      樋口 日出子 

 

 



SST普及協会 第 22回学術集会 in希望郷いわて 

ごあいさつ 

謹啓 陽春の候，益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は，一般社団法人 SST 普及協会ならびに SST 普及協会北東北支部に対しまして，一

方ならぬご高配を賜り，厚く御礼申し上げます。 

 さて，この度「SST普及協会 第 22回学術集会 in 希望郷いわて」を平成 29年 11月 11

日(土)，12 日(日)の 2 日間にわたり，岩手県立大学にて開催する運びとなりました。本集

会は一般社団法人 SST普及協会が主催し，全国 11支部のうちの 1支部が持ち回りで担当す

るもので，毎年開催されます。今年度は北東北支部が担当しており，全国の SST関係者によ

る日頃の研究成果の発表や討論を行い，人的交流を行う重要な場となっています。 

 SST は Social Skills Training の略で，「社会生活技能訓練」などと呼ばれています。SST

は，認知行動療法の１つに位置づけられており，対人関係を中心とする社会生活技能のほか，

服薬自己管理・症状自己管理などの疾病の自己管理技能に関わる日常生活技能を高める方

法が開発されています。近年では精神科医療・福祉の分野に留まらず，教育，司法といった

幅広い分野に普及し活用されています。また，SST は当事者が希望する生活を叶えられる

ように希望志向的に行われます。 

今大会のテーマは「希望郷いわてで共に学ぶ SST」です。岩手県では，平成 22 年に「障

がいのある人もない人も共に学び共に生きる岩手県づくり条例」を制定し，障がいのある人

と障害のない人とが互いに個人の権利を尊重しながら心豊かに主体的に生活することがで

きる地域づくりを目指しています。 

 また，世界遺産 平泉は，この世に理想世界を造り出そうと浄土思想の考え方に基づいて

寺院や庭園が造られました。さらに，宮沢賢治は岩手県をモチーフに心象世界中にある理想

郷をイーハトーブと呼びました。このように岩手県には古来より，平和を願い，希望あふれ

る地域性があります。ぜひ，希望あふれる岩手県にお越しいただき，希望郷いわてで共に

SST を学びましょう。 

 SST普及協会学術集会の運営にあたっては，本来会員の会費をもって運営されるべきとこ

ろではございますが，何分にも昨今の厳しい情勢下にあり，皆様のご支援をお願いせざるを

得ない状況でございます。つきましては大変恐縮ではございますが，「SST 普及協会 第 22

回学術集会 in希望郷いわて」へのご参加をお願いすると共に，別紙要項をご参照いただき，

この機会に運営協力並びに各種協賛についても皆様のご支援，ご協力を賜りたくお願い申

し上げます。 

 いわてでの学術集会の充実した開催を目指し，皆様方のご理解とご協力をお願い申し上

げます。 

 末筆ながら，皆様の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

謹白 

 

SST普及協会 第 22回学術集会 in希望郷いわて 
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